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研
究
発
喪
要
旨

玩

難
戦
廿
丁
マ
悪
が
下
サ
ヅ
グ
、
、

教
会
に
お
け
る
邦
訳
祈
言
皆
皆

『
主
の
祈
り
鴨
に
関
す
る
考
察

　
　
　
　
　
翻
訳
の
歩
み
と
、
．

　
　
　
そ
の
意
義
に
つ
い
て

牧
野
玲
」
子

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
B
本
平
目
ゆ
ッ
ク
教
会
は
そ
の
誕
生
（
晶
五
四
九
年
八
月
十
五

日
殉
轟
償
9
ω
o
o
住
Φ
×
鋤
鼠
Φ
憎
等
の
鹿
児
島
到
着
）
以
来
、
，
数
多
く

の
邦
語
パ
訳
）
教
会
関
係
文
書
を
著
し
て
き
た
。
今
霞
我
々
は
、

研
究
者
諸
氏
の
地
道
な
努
力
、
》
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
等
に
よ
る

古
書
の
保
存
と
優
れ
た
復
刻
技
術
の
お
陰
で
、
貴
重
な
諸
資
料
を

用
い
て
邦
訳
教
会
用
語
の
変
遷
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
－
十

六
世
紀
半
ば
に
渡
来
し
た
キ
リ
ズ
ト
教
は
沸
そ
れ
ま
で
の
艮
本
に

は
無
縁
の
宗
教
で
あ
り
、
宣
教
師
達
の
毎
国
語
や
鋭
U
●
四
世
紀
以

降
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
公
用
語
に
な
っ
た
ラ
テ
ン
語
も
ま
た
同
様

で
あ
っ
た
。
・
然
し
一
本
の
布
教
を
託
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ズ
会
四
達
は

香
か
ち
五
躍
憾
な
い
う
ち
に
、
脚
．
薮
蕩
に
欠
か
せ
な
い

書
を
次
々
と
翻
訳
し
刊
行
し
た
。
ま
た
、
彼
ら
と
そ
の
後
継
者
達

（
パ
リ
外
国
宣
教
会
）
が
キ
リ
ス
ト
教
の
機
微
を
伝
え
る
為
に
考
え

出
し
た
訳
語
表
記
法
に
は
難
解
な
B
本
語
（
文
字
）
の
特
徴
を
巧

み
に
利
用
し
泥
彼
ら
の
知
恵
も
伺
え
る
。
今
回
は
〔
『
主
の
祈
り
』

（
邦
訳
貿
に
よ
9
て
教
会
用
語
翻
訳
の
歩
み
を
紹
介
し
よ
ケ
∵
、

　
　
　
　
、
a
本
ロ
レ
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
倉
に
三
三
る

　
　
　
　
祈
三
文
『
主
の
祈
り
』
翻
訳
の
歩
み

　
　
　
　
　
　
　
　
一

1
い
資
料
に
つ
い
て
・
ご
概
究
発
表
の
際
に
示
し
た
H
本
ロ
」
マ
・

　
カ
ト
リ
要
ク
教
会
関
係
2
2
書
は
5
類
型
5
版
4
司
教
区
に
区
分

　
　
　
ハ
が
　

　
で
き
る
9

2
　
邦
訳
教
会
用
語
の
表
記
法
（
霞
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
場
合
）

　
…
…
宣
教
師
達
は
教
会
用
語
を
翻
訳
ま
た
は
H
本
語
に
置
き
換

　
え
る
際
に
凡
そ
四
通
り
の
方
法
を
採
用
し
た
。
《
1
》
既
成
和
語

　
語
彙
（
古
事
記
、
・
日
本
書
紀
等
か
ら
の
神
道
用
語
￥
－
を
当
、
て
る
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（
U
Φ
β
ω
↓
か
み
）
《
2
》
漢
字
・
漢
語
の
借
用
（
U
Φ
億
ω
↓
天
主
）

　
《
3
》
儒
家
思
想
、
仏
教
等
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
・
哲
学
用

　
語
の
借
用
（
U
2
ω
↓
天
帝
・
上
帝
・
大
望
）
《
4
》
ラ
テ
ン
語
、

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
教
会
用
語
並
び
に
こ
れ
ら
が
転
読
し
た
新
語

　
を
平
仮
名
・
片
仮
名
で
表
記
す
る
原
語
主
義
（
U
①
煽
ω
↓
デ
ウ
ス
）

3
　
日
本
カ
ト
ー
ー
ッ
ク
教
会
訳
公
式
祈
薦
文
『
主
の
祈
り
』
…
…

　
当
該
資
料
は
訳
語
及
び
表
記
法
に
よ
っ
て
①
キ
リ
シ
タ
ン
伝
統

　
用
語
系
統
②
漢
語
系
統
③
混
合
系
統
に
分
類
で
き
る
。
多
く
の

　
南
緯
資
料
の
よ
う
に
、
前
述
《
！
》
～
《
4
》
併
用
法
を
採
る

　
も
の
も
あ
る
。
因
に
北
緯
で
は
明
治
十
五
年
礼
を
最
後
に
消
滅

　
す
る
。

㊧
1
、
類
型
に
よ
る
区
分
：
①
要
理
書
②
漢
字
本
要
理
書
③
祈
薦
書

④
ミ
サ
解
説
書
⑤
新
約
聖
書
。

H
、
版
に
よ
る
区
分
：
①
イ
エ
ズ
ス
会
が
十
六
～
十
七
世
紀
に
日

　
本
で
印
刷
出
版
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
版
②
パ
リ
外
国
宣
教
会
℃
．

　
Q
り
・
U
σ
・
○
冒
費
α
＼
勺
・
窓
○
§
搾
O
償
訳
一
八
六
五
年
版
要
理
書
③
パ

　
リ
外
国
宣
教
会
が
十
九
世
紀
後
半
に
日
本
で
印
刷
出
版
し
た
キ

　
リ
シ
タ
ン
版
の
う
ち
、
一
入
七
六
（
明
治
九
）
年
以
前
に
じ
σ
畢
↓
．

℃
Φ
け
蕊
Φ
雲
司
教
か
ら
認
可
さ
れ
た
も
の
④
一
八
七
六
年
以
降

　
の
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
版
U
ド
・
ロ
師
に
よ
る
印
刷
物
⑤
そ
の
他
1
1

　
主
に
℃
’
○
ω
○
無
司
教
認
可
の
文
書
。

那
、
出
版
認
可
司
教
区
に
よ
る
区
分
：
①
B
本
代
牧
区
釧
～
八
四

　
六
年
五
月
一
日
設
立
｛
～
入
七
六
年
五
月
二
十
二
B
（
六
月
三

　
臼
説
も
あ
る
）
南
北
に
分
割
さ
れ
る
｝
②
南
緯
代
署
区
ロ
初
代

　
司
教
伯
爾
羽
扇
（
じ
d
9
℃
①
賦
こ
Φ
麟
雛
鼠
．
国
の
勺
“
）
③
北
緯
代
牧
区
1
1

　
初
代
司
教
伯
多
禄
（
即
○
ω
O
a
≧
・
図
℃
．
）
④
全
教
区
ほ
一
入
入

　
八
年
南
緯
か
ら
近
畿
・
中
国
・
四
国
地
方
を
分
離
毒
中
部
代
牧

　
区
設
立
・
一
入
九
一
年
四
月
十
七
日
北
緯
を
二
分
↓
函
館
司
教

　
区
勤
敵
ぬ
払
・
同
齢
ヰ
⊥
ハ
月
十
五
口
謬
教
階
劇
（
国
O
巳
①
ω
冨
ω
江
O
蝉
一
類
圃
Φ
噌
鋤
目
－

　
o
ξ
）
実
施
↓
各
代
牧
区
の
司
教
区
昇
格
に
よ
り
四
教
区
（
東

　
京
・
函
館
・
大
阪
・
長
崎
）
成
立

資
料
編

　
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
訳
公
式
陽
主
の
祈
り
』
は
、
既
述
の
通

り
三
系
統
に
分
類
で
き
る
。
小
論
で
は
紙
数
の
関
係
上
③
系
統
資

料
「
費
暑
降
生
壱
千
八
百
七
十
七
年
登
板
『
聖
教
初
繭
要
理
』
日
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本
司
教
伯
多
禄
准
し
の
み
を
扱
う
。
本
書
は
㊨
振
り
仮
名
に
㊧
キ

リ
シ
タ
ン
用
語
を
添
え
る
表
記
法
を
採
る
。
こ
こ
で
は
主
要
語
に

絞
っ
て
㊨
㊧
を
記
す
。
こ
の
書
は
日
本
代
参
区
分
割
の
翌
年
に
北

緯
初
代
司
教
即
○
ω
o
鼠
竃
．
団
．
℃
．
が
認
可
し
た
「
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン

版
の
再
板
本
」
で
あ
る
。
本
文
三
十
五
下
表
と
付
録
一
丁
表
（
和

綴
じ
）
に
邦
訳
『
主
の
祈
り
』
が
載
っ
て
い
る
が
、
何
故
か
爾
者

は
不
統
一
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
文
記
載
の
公
式
邦
訳
祈
小
文
『
主

の
祈
り
』
を
み
る
。

大
主
経
（
㊨
た
い
し
ゅ
け
う
㊨
お
ん
あ
る
じ
の
お
ら
し
よ
）

天
（
て
ん
）
に
在
（
ま
し
ま
）
す
我
等
（
わ
れ
ら
）
の
御
父
（
お
ん
お
や
）

御
名
（
み
な
）
ハ
尊
（
た
つ
と
）
ば
れ
給
（
た
ま
）
へ

御
忍
（
み
く
に
）
を
來
（
き
た
）
ら
せ
給
（
た
ま
）
へ

天
（
て
ん
）
に
於
（
お
み
）
て
思
召
儘
（
お
ぼ
し
め
す
ま
ま
）
な
る
が
如

（
ご
と
）
く
地
（
ち
）
に
於
（
お
み
）
て
も
在
（
あ
ら
）
せ
給
（
た
ま
）
へ

日
々
（
に
ち
に
ち
）
の
御
養
（
お
ん
や
し
な
ひ
）
を
今
日
（
こ
ん
に
ち
）
我

等
（
わ
れ
ら
）
に
與
（
あ
た
）
へ
賜
（
た
ま
）
へ

我
等
（
わ
れ
ら
）
が
入
（
ひ
と
）
に
赦
（
ゆ
る
）
す
が
如
（
ご
と
）
く
我

等
（
わ
れ
ち
）
の
罪
（
つ
み
）
を
赦
（
ゆ
る
）
し
給
（
た
ま
）
へ

我
等
（
わ
れ
ら
）
を
誘
感
（
㊨
い
う
か
ん
㊧
て
ん
と
）
に
放
（
は
な
）
ち
給

（
た
ま
）
ふ
こ
と
勿
（
な
か
）
れ

我
等
（
わ
れ
ら
）
を
凶
悪
（
き
や
う
あ
く
）

へ
亜
孟
（
㊧
あ
め
ん
〉

工噌＠（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

※
本
書
は
大
主
経
解
説
文
箇
所
に
も
「
天
主
㊨
て
ん
し
ゅ
㊧
で
う
す
」

と
あ
り
①
と
②
の
混
合
系
統
資
料
で
あ
る
。

表
的
な
漢
字
・
漢
語
で
慶
磨
元
年
版
の
原
典
を
は
じ
め
早
い
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
遁
（
の
が
）
し
給
（
た
ま
）

　
付
録
一
丁
表
「
我
等
（
わ
れ
ら
）
の
凶
悪
（
き
や
う
あ
く
）
を

遁
（
の
が
）
」
と
あ
る
。

　
本
資
料
と
初
期
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
里
心
…
書
と
の
比
較

大
羅
利
（
㊨
た
い
し
ゅ
け
う
㊧
お
ん
あ
る
じ
の
お
ら
し
よ
）
愈
（
慶

応
四
）
御
主
（
㊨
お
ん
あ
る
じ
）
の
お
ら
す
し
よ
／
（
明
治
4
）

御
主
（
㊨
お
ん
あ
る
じ
）
の
経
（
㊨
お
ら
し
よ
）

御
父
（
お
ん
お
や
＞
O
（
慶
応
四
）
お
ん
お
や
さ
ま
／
（
明
治

4
）
御
親
（
㊨
お
ん
お
や
）

罪
（
つ
み
）
O
（
慶
応
四
）
と
が
（
明
治
4
）
科
（
㊨
と
が
）

誘
感
（
㊨
い
う
か
ん
㊧
て
ん
と
）
O
（
慶
応
四
）
て
ん
と
（
明
治

4
）
誘
感
（
㊨
て
ん
と
）

亜
孟
（
㊨
あ
め
ん
）
O
（
慶
応
四
）
あ
め
ん
（
明
治
4
）
あ
め

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
主
経
、
誘
感
は
代

一27一



に
数
種
の
シ
ナ
教
理
書
が
日
本
に
入
っ
て
い
た
事
、
p
漢
籍
が
知
識

人
に
好
ま
れ
た
事
等
に
よ
り
そ
の
影
響
は
大
き
く
教
会
文
書
も
次

第
に
漢
字
・
漢
語
重
視
へ
、
傾
斜
し
て
い
っ
た
。
・
、

　
　
　
　
　
お
わ
り
に

　
写
本
力
下
リ
ッ
ク
教
会
の
邦
訳
祈
濤
文
『
主
の
祈
り
』
～
翻
訳

の
歩
み
～
を
概
観
す
る
為
に
今
回
提
示
し
た
資
料
は
主
に
要
理
書

で
あ
る
ゆ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
人
々
を
正
統
信
仰
に
導
く
目
的
で

編
纂
し
た
当
該
書
は
、
信
徒
に
な
る
た
め
の
必
修
の
書
、
宗
教
教

育
用
教
科
書
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
日
本
の
教
会
は
一
五
九

一
年
十
月
ま
で
に
活
版
印
刷
に
よ
る
本
格
的
出
版
物
・
天
正
版
国

字
本
扇
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
U
o
纂
ユ
轟

○
げ
「
δ
鐘
∵
ラ
テ
ン
語
U
O
O
け
吋
ぎ
鋤
O
げ
ユ
ω
凱
鋤
6
鋤
ど
を
刊
行
し
、
そ

れ
以
来
時
宜
を
は
か
り
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
『
公
教
要
理
鮎
の

改
訂
に
努
力
し
て
き
た
。
そ
れ
故
、
㌧
要
理
書
は
、
『
主
の
祈
り
』
、
を

は
じ
め
主
要
三
豊
文
、
の
研
究
に
不
可
欠
な
資
料
と
い
え
る
。
公
式

認
可
済
の
祈
藩
書
は
祈
り
文
め
検
証
が
容
易
で
資
料
と
し
て
も
優

れ
て
い
る
が
、
、
編
年
体
に
よ
・
る
資
料
紹
介
に
は
不
足
で
あ
る
。
邦

訳
新
約
聖
書
の
場
合
は
更
に
深
刻
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
は
聖

書
の
自
由
解
釈
囁
一
翻
訳
公
認
の
伝
統
が
な
い
為
か
、
、
司
教
認
可
邦

訳
聖
書
関
係
資
料
は
極
め
て
少
な
い
。
r
だ
が
提
示
資
料
（
貴
重
本
）

高
橋
五
郎
訳
「
耶
蘇
基
利
斯
督
降
生
｝
千
入
百
九
十
五
年
／
聖
幅

音
書
上
／
東
京
大
司
教
伯
四
緑
瑠
利
亜
出
版
認
可
」
は
、
教
会
の

公
式
邦
訳
祈
言
文
『
主
の
祈
り
』
の
翻
訳
史
上
画
期
的
な
資
料
に

な
っ
た
事
を
付
言
し
て
お
こ
う
。
キ
リ
シ
タ
ン
発
見
を
機
に
復
活

し
た
教
会
最
初
の
要
理
書
出
版
（
一
入
六
五
年
）
か
ら
三
十
年
後
、
、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
四
教
区
（
東
京
・
函
館
・
大
阪
・
長
崎
）

指
定
書
『
天
主
公
教
要
理
』
出
版
を
決
定
（
一
入
九
五
年
）
し
、

終
に
全
国
共
通
の
日
本
語
公
式
祈
薦
文
『
主
藩
文
』
を
訳
出
し
た
。

あ
れ
か
ら
百
年
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
教
総
会
は
一
九
九

四
年
十
二
月
「
用
語
検
討
特
別
委
民
会
」
設
置
を
承
認
し
典
礼
用

語
の
見
直
し
を
開
始
し
た
。
「
燗
新
と
適
応
」
を
目
指
し
た
第
ニ

ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
（
一
九
六
二
年
十
月
～
一
九
六
五
年
十
二

月
）
か
ら
約
三
十
年
、
驚
異
的
変
化
を
遂
げ
た
教
会
は
、
邦
語
（
規

範
版
）
『
ミ
サ
典
礼
書
』
改
訂
作
業
に
着
手
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て

現
在
の
公
式
祈
超
文
『
主
の
祈
り
』
（
文
語
体
）
も
紀
元
二
千
年
を

目
処
に
（
全
キ
リ
ス
ト
者
共
通
テ
キ
ス
ト
を
爵
指
し
て
）
改
訳
の

予
定
、
と
き
く
。
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